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１４４    眼鏡の老収税史（マタイ）が 

召命の直前まで座っていた椅子の背 

          ２０２５ 

           真鍋友範 

 

ほぼ無視されている表現である、【眼鏡の老収税史（マタイ）が、召命 

の直前まで座っていた椅子の背」について、考察しよう。 

  

 画面左端の部分だ。（若い収税史が座る椅子は、サボナローラ・チェア） 
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背後の椅子の直前には、収納金の計算に集中する若い収税史のサボナ 

ローラ・チェアの４５度側面が見えている。 

 

 さて、このサボナローラ・チェアには、背板が付いているのだろうか。 

 

 実際には、サボナローラ・チェアの前面の左右２を結ぶラインと、見えて

いる背板のラインが、平行にならない。 

 つまり、この背板は、サボナローラ・チェアの背板ではない。 

 

 これは、イエスが窓越しに、老収税史マタイが腰掛けていた椅子の背板と

考えられる。 

 

  しかし、ここで、矛盾が生じる。 

 

  何故なら、マタイの腰掛けていた椅子ならば、角度から見て、マタイの体幹

が、背板の前に位置しなと変だ。 

   

  ここで、その表現を再度観察すると、この辺りの表現は、微妙なのだ。 

 

 大きい画面の画集で確認すると、体幹のラインが背板の上には残っている。 

 

  しかし、明確な体幹部の彩色、油絵具が盛られていない。 

 

  これは何故なのか。考えられる理由は。４００年という経年による油絵の具

の剥落と私は考えている。 

  

  だから、下地の体幹線が椅子の上に残ったままなのだろう。 

 

  ここは、科学的な検証が求められる部分だ。 

 

  つまり、我々が知りたいのは、カラヴァッジョは、眼鏡の老収税マタイの座

っていた椅子を描いていたのか、否か、その答えなのだ。 
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